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◆本件のポイント！  

・学生視点による課題発見から授業で開発したプロトタイプを実装し、サービス提供  

・従来の教室配当表の課題を解決し、スマホから授業名・教室名・設備情報等を迅速に検索可能  

・試行運用開始から 1日約 300件のアクセスを記録し、キャンパス DXと利便性向上を実現 

 

◆本件の概要  

島根大学では、学生および教職員の利便性向上とキャンパス DX 推進を目的とし、新たに

「教室検索アプリ」の運用を開始した。本アプリは学生が提案・開発したプロトタイプを基

に、学生と教職員が協働して実装した。検索性や視認性の課題、情報更新の作業負担を解消

し、スマートフォンや PC から教室位置や設備情報、リアルタイムな変更情報を迅速に確認

できるようにした。 

 

◆本件に関する写真   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生が開発した「教室検索アプリ」の運用開始 



  

 

 

◆概要内容  

公開日時： 9月下旬アプリ公開 

場所： 島根大学  

開発： 島根大学情報推進課およびDX支援学生 

対象者： 島根大学の学生および教職員 

 

◆本件の連絡先 ※[at]は＠に置き換えてください 

島根大学 総務部情報推進課（宮脇） 

TEL：0852-32-6120 

E-mail: ipd-joho[at]office.shimane-u.ac.jp 

 

◇その他  

・学生アンケートにおいて、教室検索サービス改善要望が全回答の 57.5％を占める学部もあるな

ど高いニーズが存在。 

・試行運用開始後、1日あたり約 300件のアクセスを記録。日常的なサービスとして定着しつつ

ある。 

・学生の声から生まれた課題意識と、大学における DX 推進の取組が結び付くことで実現した本

アプリは、利用者目線を取り入れながら学内サービスを改善した事例のひとつである。 

 

関連 HP  https://www.shimane-u.ac.jp/docs/2026102700028/ 

 

【添付資料：  □あり（    枚）    □なし 】 
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